
　
２
０
１
８
年
９
月
21
日
（
金
）、
一
橋
講
堂
（
東
京
都

千
代
田
区
一
ツ
橋
）
に
お
い
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
Ａ
Ｉ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の
紛
争
ガ
バ
ナ
ン
ス
│

O
nline D

ispute Resolution

│
』
が
開
催
さ
れ
た
。

O
nline D

ispute Resolution

（
以
下
Ｏ
Ｄ
Ｒ
）
と
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
指
し
、

世
界
各
国
で
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
法
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
が
接
点
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
社
会
を
革
新
す
る
、

リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
分
野
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。

　
正
義
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
、
利
便
性
の
向
上
の
実

現
を
目
指
す
Ｏ
Ｄ
Ｒ
は
、
そ
の
特
性
上
紛
争
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
集
積
が
可
能
と
な
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し

て
の
活
用
や
Ａ
Ｉ
技
術
と
の
融
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

模
索
が
な
さ
れ
て
お
り
、
Ｏ
Ｄ
Ｒ
が
「
次
世
代
の
リ
ー

ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
日
も
そ
う
遠

く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
Ｏ
Ｄ
Ｒ

の
認
知
度
は
依
然
と
し
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
世
界
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
状
況
を
把
握
し
、

今
後
の
導
入
に
向
け
た
議
論
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な

る
。

　
そ
こ
で
今
回
、
一
橋
大
学
法
学
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ロ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ｒ
に
関
し

て
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
イ
ー
ベ
イ
と
ペ
イ
パ
ル
の
Ｏ
Ｄ
Ｒ
開
発
を
手
が

け
た
タ
イ
ラ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
コ
リ
ン
・
ル
ー
ル
氏

と
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
氏
を
招し
ょ
う
へ
い聘。

日
本
で
Ｏ
Ｄ
Ｒ
に
先
駆
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
研
究
者・実
務
家
を
交
え
、Ａ
Ｉ・ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
時
代
に
対
応
し
た
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
あ

国
際
的
状
況
〜
日
本
、
欧
州
、
米
国
、
国
連
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
〜
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
購
買
者
と
海
外
の
販

売
業
者
と
の
間
の
国
際
取
引
で
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
世
界
各

国
・
地
域
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
欧
州
・ECC-N

et

（European Consum
er Centres N

etw
ork

）
に

お
け
る
28
か
国
語
対
応
の
オ
ン
ラ
イ
ン
紛
争
解
決
モ
デ

ル
、
日
本
の
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
運

営
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｊ
（
越
境
消
費
者
セ
ン
タ
ー
）
の
取
り
組

み
に
ふ
れ
た
う
え
で
、
両
者
の
運
用
ル
ー
ル
が
違
う
た

め
に
起
こ
る
問
題
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
、U

N
CIT

RA
L

（
国
連
国
際
商
取
引
法
委

員
会
）
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
世
界
統
一
ル
ー
ル
策
定
に
向

け
た
こ
れ
ま
で
の
動
き
や
、BtoB

取
引
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ

Ｒ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
乗
り
出
し
た
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
の
登
壇
者
は
、
ル
ー
ル
氏
。
イ
ー
ベ
イ
と
ペ

イ
パ
ル
の
Ｏ
Ｄ
Ｒ
開
発
を
手
が
け
た
ル
ー
ル
氏
の
テ
ー

マ
は
『O

nline D
ispute Resolution 

│Expanding 
A

ccess to Justice

│
』。
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
成
功
事
例
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
イ
ー
ベ
イ
の
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
16
言
語
に
対
応
。
年
間
６
０
０
０
万
件
の
ト

ラ
ブ
ル
解
決
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
９
割
は
当

事
者
間
の
や
り
と
り
で
解
決
し
て
い
る
。
つ
ま
り
人
間

と
い
う
第
三
者
を
介
さ
な
い
形
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

通
し
て
解
決
し
た
の
だ
。
そ
の
解
決
フ
ロ
ー
を
Ｐ
Ｃ
画

面
で
紹
介
、「
診
断
」「
交
渉
」「
調
停
」「
評
価
」
と
い

う
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
の
う
ち
、最
初
の
「
診
断
」「
交
渉
」

を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
行
っ
て
い
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
裁
判
所
に
導
入
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ｒ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
は
、
最
終
的
に
法
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
・

署
名
か
ら
裁
判
所
の
判
事
の
認
証
を
得
る
ま
で
の
す
べ

て
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
こ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
所
や
調
停
人

り
方
、
紛
争
解
決
の
今
後
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
只
野
雅
人
研
究
科
長

に
よ
る
開
会
の
辞
を
受
け
、
法
学
研
究
科
・
山
本
和
彦
教

授
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。『
民
事
紛
争
解
決
に
お
け

る
Ｉ
Ｔ
の
利
用
│
裁
判
手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン

Ａ
Ｄ
Ｒ
、
Ｏ
Ｄ
Ｒ
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ま
ず
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
は
、「
裁
判
所
の

手
続
」「
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
中
立
的
な
第
三
者
が
関
与
す
る
裁
判

外
の
紛
争
解
決
手
続
）」「
Ｉ
Ｄ
Ｒ
（
企
業
・
団
体
内
の
苦

情
解
決
手
続
）」
の
３
段
階
す
べ
て
の
場
面
を
包
括
す
る

と
い
う
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
う
え
で
民
事
裁
判
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
取
り
組

み
と
し
て
３
つ
の
「
ｅ
」、
す
な
わ
ち
「
ｅ
提
出
（
訴
状

ほ
か
す
べ
て
の
書
類
を
デ
ー
タ
化
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

提
出
）」「
ｅ
事
件
管
理
（
裁
判
所
記
録
の
電
子
化
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
外
部
ア
ク
セ
ス
）」「
ｅ
法
廷
（
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
の
拡
大
、
口
頭
弁
論
な
ど
期
日
の
見
直
し
）」
を

紹
介
。
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
展
開
、
企
業
内

の
苦
情
処
理
の
Ｉ
Ｔ
化
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て

の
苦
情
・
紛
争
解
決
、
21
世
紀
後
半
に
お
け
る
民
事
紛
争

の
解
決
か
ら
効
果
的
な
予
防
へ
の
転
換
な
ど
、
様
々
な

角
度
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
世
界
的
状
況
を
概
観
。
以
降
の
登

壇
者
に
よ
る
、
さ
ら
に
詳
し
い
現
状
と
課
題
の
報
告
へ

と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

　「
世
界
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
３
人
の
登
壇
者
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

最
初
の
登
壇
者
は
、
立
教
大
学
法
学
部
教
授
・
弁
護
士
法

人
瓜
生
糸
賀
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
の
早
川

吉
尚
氏
が
務
め
た
。『
Ｏ
Ｄ
Ｒ
に
関
す
る
ル
ー
ル
整
備
の

AI・ビッグデータ時代の紛争ガバナンス
─Online Dispute Resolution─

『
民
事
紛
争
解
決
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
利
用
』

基
調
講
演

Ｏ
Ｄ
Ｒ
に
関
し
て

日
本
で
初
め
て
の

本
格
的
な

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

『
Ｏ
Ｄ
Ｒ
に
関
す
る
ル
ー
ル
整
備
の

国
際
的
状
況
』

世
界
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
と
課
題
①

『O
nline Dispute Resolution

―Expanding Access to Justice

―
』

世
界
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
と
課
題
②

只野雅人
一橋大学大学院

法学研究科・研究科長

山本和彦
一橋大学大学院
法学研究科・教授

早川吉尚氏
立教大学法学部教授

弁護士法人 瓜生糸賀法律事務所
パートナー弁護士

コリン・ルール氏
Vice President, 

Tyler Technologies Inc.

万代栄一郎氏
株式会社ODR Room Network

代表取締役

24

参考資料1-2



の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
待
ち
を
す
る
必
要
が
な
く
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
紛
争
が
解
決
さ
れ
る
。
企
業
が
紛
争
解
決
に
真

摯
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
向
上
し
利
用
率
が
ア
ッ
プ
す
る
、
と
い
う

こ
と
だ
。「
開
発
に
数
億
ド
ル
投
資
し
た
と
し
て
も
、
確

実
に
リ
タ
ー
ン
が
見
込
め
る
の
が
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
領
域
な
の
で

す
」
│
│
ル
ー
ル
氏
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
講
演
を
締

め
括
っ
た
。

　
最
後
の
登
壇
者
、
株
式
会
社O

D
R Room

 N
etw

ork

代
表
取
締
役
の
万
代
栄
一
郎
氏
か
ら
は
、『
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
社

会
的
実
装
（
実
用
化
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
Ｏ
Ｄ
Ｒ
）』
と

い
う
テ
ー
マ
で
発
表
が
あ
っ
た
。

　
実
用
化
さ
れ
た
新
し
い
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
実
例
と
し
て
、
コ

リ
ン
・
ル
ー
ル
氏
が
手
が
け
た
イ
ー
ベ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、離
婚
サ
ポ
ー
ト
「Com

pleteCase.
com

」、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（
仲
介
者
）
と
紛
争
当
事
者

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト

「M
ediateM

e.com

」、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
陪
審
を
行

う
「sidetaker.com

」、
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
た
複
数
の
Ｏ
Ｄ
Ｒ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
介
し
て
、
消

費
者
と
の
紛
争
解
決
を
行
う
「Y

oustice.com

」
な
ど
。

　
こ
れ
ら
欧
米
の
Ｏ
Ｄ
Ｒ
が
、
共
通
規
制
・
国
際
連
携
・

資
金
・
執
行
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
実
用
化
の

段
階
へ
と
進
ん
で
い
る
。
国
際
連
合
が
関
与
し
、
27
か

国
・
１
３
０
人
の
参
加
者
で
構
成
さ
れ
る
Ｏ
Ｄ
Ｒ
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
、
日
本
で
は
未
開
催
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
今

回
よ
う
や
く
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
、
そ

の
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
語
り
、
発
表
を
結
ん

だ
。

　
休
憩
を
挟
み
、
招
待
講
演
と
し
て
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

氏
が
登
壇
。『D

ispute System
 D

esign &
 O

D
R

』

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
氏
はD

ispute System
 D

e-
sign

（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
と
す
る
）
に
つ
い
て
「
企
業
や

団
体
に
関
す
る
紛
争
を
回
避
・
管
理
・
解
決
す
る
た
め
に

採
用
さ
れ
る
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
定

義
。
世
界
中
で
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
取
り
組
み
が
進
み
、
成
功
ま

た
は
失
敗
の
事
例
が
多
数
出
て
き
た
今
こ
そ
、「
日
本
は

他
国
の
事
例
に
学
び
な
が
ら
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
考
え

る
、
良
い
立
場
に
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
そ
の
う

え
で
、Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
、「
ゴ
ー
ル
」

「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」「
組
織
と
文
化
」「
プ
ロ
セ
ス
と

構
造
」「
リ
ソ
ー
ス
」「
成
功
と
信
頼
性
」の
６
つ
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
提
示
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
イ
ー
ベ
イ
で

の
取
り
組
み
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
行
い
、
Ｄ
Ｓ

Ｄ
を
踏
ま
え
た
Ｏ
Ｄ
Ｒ
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
括
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ル
ー
ル
氏
、
万
代
氏
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
氏
に
加
え
、
森
大
樹
氏
（
長
島
・
大
野
・
常
松
法
律

事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
）、
羽
深
宏
樹
氏
（
経
済
産

業
省
情
報
経
済
課
、
弁
護
士
）、
沢
田
登
志
子
氏
（
一
般

社
団
法
人
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
）
３
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
登
壇
。
山
本
教
授
に
よ
る
進
行
の
も
と
、『
紛
争
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｏ
Ｄ
Ｒ
〜
日
本
で
の
導
入
に
向
け
て
〜
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
日
本
が

Ｏ
Ｄ
Ｒ
を
導
入
す
る
う
え
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
ど
こ
に
あ
り
、

ど
う
す
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
。「
コ
ス
ト
」「
意
識
」

「
制
度
」
と
い
う
３
点

の
阻
害
要
因
に
つ
い

て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
６
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

や
知
見
を
交
え
な
が

ら
、日
本
で
の
導
入
の

手
が
か
り
を
つ
か
も

う
と
す
る
議
論
に
聴

衆
も
じ
っ
と
聞
き
入

り
、
会
場
全
体
が
熱

気
を
帯
び
て
い
っ
た
。

予
定
の
１
時
間
半
が

あ
っ
と
い
う
間
に
経

過
し
、（
１
）
日
本
に
お
い
て
も
紛
争
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
高
い
こ
と
、（
２
）
日
本
は
各
国・

地
域
の
事
例
に
学
び
な
が
ら
、
独
自
の
技
術
力
、
解
決
策

を
見
出
す
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
挨
拶
し
た
法
学
研
究
科
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
専
攻

の
井
上
由
里
子
教
授
か
ら
は
、
同
専
攻
を
拠
点
と
し
て

Ｏ
Ｄ
Ｒ
研
究
を
継
続
し
て
い
く
方
針
が
表
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て
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ネ
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ィ
ス
カ
ッ
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ン

只野雅人（一橋大学大学院法学研究科・研究科長）

井上由里子（一橋大学大学院法学研究科ビジネスロー専攻・教授）
渡邊真由（一橋大学大学院法学研究科ビジネスロー専攻・特任助教）

紛争のガバナンスとODR ～日本での導入に向けて～
ジャネット・マルティネス氏
コリン・ルール氏
森  大樹氏（長島・大野・常松 法律事務所パートナー弁護士）
羽深宏樹氏（経済産業省商務情報政策局情報経済課　弁護士）
沢田登志子氏（一般社団法人ECネットワーク理事）
万代栄一郎氏
山本和彦　一橋大学大学院法学研究科・教授

テーマ：民事紛争解決におけるITの利用ー裁判手続のIT化、オンラインADR、ODR
山本和彦（一橋大学大学院法学研究科・教授）

テーマ：Dispute System Design and ODR
ジャネット・マルティネス氏（Director, Gould Negotiation and Mediation 
Program; Co-Director, Gould Alternative Dispute Resolution 
Research Initiative, Stanford Law School）

テーマ：ODRに関するルール整備の国際的状況ー日本、欧州、米国、国連、APEC ～
早川吉尚氏（立教大学法学部教授、弁護士法人瓜生糸賀法律事務所パートナー弁護士）
テーマ：Online Dispute Resolution ー Expanding Access to Justice ー
コリン・ルール氏（Vice President, Tyler Technologies Inc.）
テーマ：実用化フェーズに入ったODR
万代栄一郎氏（株式会社ODR Room Network代表取締役）

開会の辞

閉会の辞
司会

基調講演

招待講演

世界における
ODRの現状と課題

パネル・
ディスカッション

AI・ビッグデータ時代の紛争ガバナンス─Online Dispute Resolution─

企画・運営：井上由里子（法学研究科ビジネスロー専攻・教授）、渡邊真由（法学研究科ビジネスロー専攻・特任助教）

テーマ

パネリスト

モデレーター

プログラム
日時：2018年9月21日（金）13:00～17:30　　会場：一橋講堂　　後援：総務省、経済産業省、消費者庁

ジャネット・マルティネス氏
Director, Gould Negotiation and Mediation 
Program; Co-Director, Gould Alternative 
Dispute Resolution Research Initiative, 

Stanford Law School

森大樹氏
長島・大野・常松

法律事務所
パートナー弁護士

羽深宏樹氏
経済産業省

商務情報政策局　情報経済課
弁護士

沢田登志子氏
一般社団法人

ECネットワーク理事

井上由里子
一橋大学大学院

法学研究科
ビジネスロー専攻教授

渡邊真由
一橋大学大学院

法学研究科
ビジネスロー専攻・特任助教
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